
２０２４年１０月特約火災保険 保険料改定のご案内

自然災害などによる保険金支払いの増加と建物老朽化・建築費高騰による改定

２０２４年１０月１日以降に
満期を迎えるお客さまへ

近年、一定規模の被害を及ぼす自然災害が毎年発生している状況にありま
す（右図）。加えて、住宅の老朽化の進展や修理費の高騰なども背景に火災
保険金の支払いが増加傾向にあります（【参考１】【参考２】）。
それらを踏まえ、参考純率が改定されました。参考純率改定の詳細は、損害
保険料率算出機構のニュースリリースをご覧ください。
https://www.giroj.or.jp/news/2023/20230628_1.html
なお、保険料の改定幅はご契約の内容や建物の構造等によって異なります。

2024年10月改定

２０２３年６月に参考純率※が改定されたことを受け、２０２４年１０月以降が始期となる特約火災保険に
つきまして、住居のみに使用される建物（住宅物件）の保険料の改定を行います。本改定により、ご契
約（継続）の保険料が値上げとなりますので、今一度ご契約内容をご確認くださいますようお願い申し
上げます。

【参考１】住宅の老朽化の進展
築年数が古い住宅の割合が増加することで、壊れ
やすい・事故が起こりやすい住宅が相対的に増えて
います。この老朽化の進展によって、台風・大雪など
による損壊リスク、電気や給排水設備の老朽化によ

る火災リスク・水濡れリスクが高まる傾向にあります。

【参考２】修理費の高騰
建設工事における資材費や労務費などの指標（国
土交通省建設工事費デフレーター）は上昇傾向を
示しています。

・上記グラフは 2023/5/31 付「住宅総合保険」 の数値
・2015 年度を基準（＝100）とした推移
・2020～2022 年度は暫定値

・保険料改定 ・保険料改定 ・保険料改定
・商品改定

特約火災保険は大規模自然災害の保険金支払いの増加等に
より、直近で複数回の改定を実施してきました。保険期間が長
期のご契約の場合、複数回の改定影響を受ける場合がありま
す。詳細は当社ホームページをご確認ください。
https://www.sompo-
japan.co.jp/kinsurance/fireinsurance/earthquake_announce/

・保険料改定

2019年10月 2021年1月 2022年10月 2024年10月
過去複数回の改定について

※参考純率とは
損害保険料率算出機構が算出する「純保険料率」（保険金の支払いにあてられる部分）のことです。参考純率
は、損保ジャパンをはじめとする多くの会員保険会社のデータを用いて算出を行っていることから個社単独の
データから算出した純保険料率よりも精度が高いものです。

＜出典＞保険料率算出機構のニュースリリース「火災保険参考純率改定のご案内」

も
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https://www.sompo-japan.co.jp/kinsurance/fireinsurance/earthquake_announce/
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●特約火災保険とは、住宅金融支援機構特約火災保険、沖縄振興開発金融公庫特約火災保険、勤労者財産形成融資住宅特約火災保険、
福祉医療機構承継特約火災保険のことをいいます。

●特約火災保険は、複数の損害保険会社が住宅金融支援機構、沖縄振興開発金融公庫、勤労者退職金共済機構、福祉医療機構との特約
書に基づいて引受けをする共同保険であり、損保ジャパンが幹事保険会社として一切の保険事務を行っています。
各引受保険会社は、それぞれの引受割合に応じて連帯することなく、単独別個に保険契約上の責任を負います。

●このチラシは特約火災保険の改定の概要を説明したものです。詳しい内容につきましては損保ジャパンまでお問い合わせください。

特約火災保険部
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1

＜連絡先＞https://www.sompo-japan.co.jp/contact/

保険期間１年・火災保険金額1,000万円あたり

特約火災保険住宅物件 改定後の保険料例

※「構造区分」は保険契約の証券（ご契約カード）でご確認いただけます。

https://www.sompo-japan.co.jp/contact/

